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尾部懸垂ラットにおける後肢骨萎縮に及ぼす内分泌系の関与

名古屋女大家政　○河野節子、名古屋大環境医学研　大森幸子

　我々は、ﾗｯﾄの尾部懸垂が無重力時の廃用萎縮のil'凡として有用であり、この萎縮の機序

にｸ'Kｺｺﾙﾁｺｲﾄ及びnﾄｽﾃﾘﾝが関与していることを報告してきた。今回更に代謝性変化とHi

ﾝの変動との関連を検討するため、尾部懸垂時の骨成分の変化、血中及び尿中ﾃｽﾄｽﾃﾘﾝ、1･25

(0H)D3を測定し骨萎縮との関連を検討したので報告する。[実験方法]8週齢のHistar系雄

5'i'ﾄの尾骨に針金を通し、代謝ｹﾞｰｼﾞの天井に固定汗14日間尾部懸垂し、対照群は針金を通し

ただけで懸垂しなかった。餌及び水は自由摂取とした。予備飼育期間中及び懸垂期間中尿

を採取し、ﾎﾙﾓﾝ及び電解質の測定に供した。懸垂終了時、屠殺し採血した後、臓器及び大

腿骨｡を採取し、種々の測定に供した。[結果及び考察]ﾗｯﾄに7日間の尾部懸垂を負荷すると

骨重量の減少、骨中のAlp活性、Ca、Pi含量が有意に減少したが、血清ｲｵﾝ化Ca濃度は上昇

し｡た。一方、尿中Ca及びPi排泄量は対照群と懸垂群で差は認められなかった。懸垂群にお

いて副腎重量は有意に増加し、逆に胸腺重量は減少した。皐丸重量は減少し、血中ﾃｽﾄｽﾃﾛ

ﾝも低下した。｡血中PTHは懸垂初期に著しく低下し、一方血中のl･25(0H)D3は14日間の懸垂
期間中低下傾向が認められた。この結果から懸垂初期における骨からのCa遊離による血清

ｲｵﾝ化Caの増加がPTHの一時的低下の一因になっていると考えられた。l･25(0H)D3低下及び
ｽﾄﾚｽによるｸﾞﾙ]]ﾙﾁ]ｲﾄﾞの増加は骨形成の抑制と共に腸管からのCa吸収を抑制し、骨Ca量の

減少を増強していることが考えられた。[結論]尾部懸垂によって引き起こされる後肢の廃
用性骨萎縮には、骨形成の抑制と骨吸収の促進の両者が関わっていることが、PTH、1･25

(0H)D3の変動により示唆された。また、ｽﾄﾚｽも骨萎縮に影響を与えていると考えられた。

2 Ep－11 骨粗霧症モデルラットにおける魚骨由来カルシウムの栄養効果
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　【目的】魚骨は、日本人にとって重要なCa源であるが、その栄養効果は明らかでは

なく現状では有効に食生活に利用されているとはいえない。そこで我々は、骨粗fl

症モデルラットを用い、魚骨由来のCaの栄養効果を他の天然物由来Caと比較、検

討した。

　【方法】6週令のSD系雌ラットに卵巣摘出手術を施し、0.01%Ca、0.3%Pを含む飼

料で４週間飼育した、その後、1群8匹ずつに8群に分け、魚骨（ﾀﾗ､ｻｹ､ｳﾅｷﾞ）、ｺｳｲｶ、

卵殻、牛骨、乳清由来のCaならびに炭酸Caを各0.3%（P0.3%）含む試験食飼料で4週

間飼育し試験食期間中のCa保留率、および飼育後の大腿骨強度、骨成分を汲健した。

　【結果】①各群のラットの飼料効率に差はなかった。

②試験食期間中のCaの保留率は、炭酸Ca群がやや高いものの、魚骨Ca群は他の天

然物由来Ca群と同等の値であった。

③大腿骨破断強度はいずれの群でも差は認められなかった。

上記の結果より、魚骨Caは他の天然物由来Caと同程度の効果を持ち、Ca源として

有効な食品素材であると考えられた。
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